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令和 2年の会員・現役の皆さんの主な活動をご紹介します。 
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OB会のイベント会場である滝見荘で、今年も「月見の会」が

行われました。コロナ禍の中ですが、幸いにも会員や参加の皆

さんは元気でお過ごしです。3 密に配慮しながらも、いつも通

りのにぎわいでした。 

夜が更けても、グラスを 

片手に焚き火を囲んで、語 

らいはいつまでも尽きるこ 

とはありません。果たして、 

月は眺めたのでしょうか??  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

かいらぎ山岳会 TOPIX 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
8月の豪雨で、五郎助滝の右側が大きく崩壊

しました。幸い、滝本体と遊歩道には被害が

なかったものの、滝壷は土砂で大半が埋没、

ソーメン施設も半壊しました。大量の土砂は

人力ではとても取り除けず、未だに崩壊の危

険もあります。自然の治癒力を祈るのみ。 
 

 

涼麺 BBQ大会 

本田邦雄様ご夫妻のご挨拶 

「月見の会」には、焼峰で若い命を閉じた故本田修蔵氏の弟ご

夫妻様にもご参加頂きました。席上、ご実弟の本田邦雄様から、

修蔵氏の思い出とかいらぎ山岳会への感謝のお言葉を頂きまし

た。 

また、ご遺族ご一同様より、会に多額の御厚志を頂戴いたしま

した。この場を借りて、ご報告と共に改めて御礼申し上げます。 

御厚志を頂いたご遺族は、次の皆様です。 

本田邦雄様（御実弟）、英様（奥様）、小林マサエ様（御実姉）、 

青地ヒデ様（御実妹）、小林セツ様（御実妹） 

修蔵氏を知る OB からも、往時の思い出や人となりが次々と

披露されました。きっと天空の扉も開き、故修蔵氏も微笑みなが

ら、会のにぎわいをご覧になっていたことでしょう。 

 

現役も山メシ作り！ 平増先生、失礼 

 

新年会（志まや） 温身平散策 

忘年会（金子屋別館） 

38豪雪以来の大雪 
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５月 春のバーベキュー大会 

 
 

 

６月 温身平散策 

 
夏に向かい、日に日に濃

くなる緑の中、恒例の温

身平トレッキングを行い

ました。 

 10 月 月見の会 

 
 
猛暑の影響で紅葉が遅れていまし

たが、皆さんは変わらず元気です。

初めてご参加の方、山荘お泊まりの

方も多く、にぎやかでした。 

夕刻になると、ごく自然に焚き火の

周りに集います。さまざまな話題に

暗くなるまで盛り上がりました。 

ところで「月見の会」なんですが、

この夜は、ほぼ新月●…（汗 

新型コロナが第５類に落ち着き、ようやく世の中に活気が戻ってきた 1 年でした。各地の観光地も、コ

ロナ前に近い賑わいです。かいらぎ山岳会の行事も以前のとおりに実施することができました。まだま

だ規模は小さいですが、令和 6 年は、より賑わうことを願っています。 

 

爽やかな青 

空のもと、 

滝見荘にて恒例の BBQ

大会が行われました。

もっとも、ご高齢の OB

諸氏も多く、ヘルシーメ

ニューが主でした。この

場で、前日設置された「焼

峰山合目表示板」がお披

露目されました。 

＊日除けのブルーシート

のため、皆さん青ざめて

おりますが、本当は血色

良好です。 

５月 焼峰山合目表示設置 

 
焼峰山登山口から山頂まで、有

志により合目表示板が設置され

ました。今までなかったのが不

思議くらいです。登山者の励み

になります！ 

９月 秋季高体連全県大会 

 

高
体
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山
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谷
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園
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6
全
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17
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:
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 現役情報 
 
〇部員数 

１年：７人、２年：２人、３年：８人 

〇山行 

４月：新入生歓迎登山（櫛形山） 

５月：春季下越地区大会（五頭山） 

６月：県高等学校総合体育大会（巻機

山）・・・団体女子優秀校（４位） 

 ＊がんばりました ！ 

９月：秋季全県大会（焼峰山） 
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会のホームページをご覧ください！ 
 URL は、http://reiwakairagi.net です。ぜひ「お気に入り」へ登録を！ 

 ID は 1085、パスワードは yakimine です。皆さんの掲示板への投稿をお待ちしています！ 

イベントにもぜひご参加下さい！ 
 会では、季節ごとに色々な催しを計画しています。ここに載せ切れない楽しいイベントもたく 

 さんあります。掲示板でも告知しますので、いつでもぜひ、お気軽にご参加ください。 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 滝見荘について 

 

 滝見荘は、会のさまざまなイベントの主要会場として、四季を通じて利用さ

れています。その名の通り、眼下には白布のように瀟洒な五郎助滝が落ち、夏で

も爽やかな空気が満ちています。無雪期は小屋の前まで車が入ります。冬季で

も、滝谷集落から 1時間前後の快適な雪上ハイクを楽しめます。 

 会員の方は、どなたでも利用することができます。ご家族、ご友人もご一緒に

どうぞ。もちろん、各種イベントへのご参加も大歓迎です。ご興味のある方は、

山岳会事務局までお気軽にお問い合わせください。 
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３月の山荘 
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